
市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上
、
企
業
誘
致
の
促
進
、

観
光
振
興
の
支
援
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
市
内
を
南
北

に
縦
断
す
る
東
海
環
状
自
動
車
道
の
五
斗
蒔
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
（
五
斗
蒔
PA
）
内
に
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
ス
マ
ー
ト
IC
）
を
設
置
す
る
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

３
月
１
日
に
、
国
土
交
通
省
か
ら
東
海
環
状
自
動
車

道
と
土
岐
市
道
と
を
連
結
す
る
許
可
が
下
り
、
多
治
見

砂
防
国
道
事
務
所
今
井
一
之
所
長
（
写
真
左
）
か
ら
連

結
許
可
書
が
大
野
市
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
五
斗
蒔
PA
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
IC
の
整
備
に

着
手
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
25
年
2
月
末
日
の
通

行
開
始
に
向
け
、
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
は

ス
マ
ー
ト
IC
は
、
高
速
道
路
の
本
線
や

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
SA
）、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
（
PA
）、
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
か
ら
乗

り
降
り
が
で
き
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
、
通
行
可
能
な
車
両

（
料
金
の
支
払
い
方
法
）
を
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭

載
車
両
に
限
定
し
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
す
。
利
用
車
両
を
限
定
す
る
た
め
、
簡

易
な
料
金
所
の
設
置
で
済
む
な
ど
、
従
来

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
比
べ
て
低
コ
ス

ト
で
導
入
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
IC
は
PA
接
続
型

ス
マ
ー
ト
IC
の
う
ち
、
高
速
道
路
と
の

接
続
個
所
が
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
あ

る
も
の
を
PA
接
続
型
と
い
い
ま
す
。
既
存

の
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
比
較
的
容

易
に
ア
ク
セ
ス
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

県
内
２
カ
所
目
の
ス
マ
ー
ト
IC

五
斗
蒔
ス
マ
ー
ト
IC
は
、
県
内
で
は
、

平
成
21
年
４
月
に
開
設
し
た
、
東
海
北
陸

自
動
車
道『
ひ
る
が
の
高
原
ス
マ
ー
ト
IC
』

に
次
い
で
、
２
カ
所
目
の
ス
マ
ー
ト
IC
に

な
り
ま
す
。

五斗蒔PA五斗蒔PA

至土岐JCT至土岐JCT

至可児御嵩IC至可児御嵩IC

東海環状自動車道東海環状自動車道

至土岐JCT

至可児御嵩IC

東海環状自動車道

五斗蒔スマートインターチェンジ（仮称）
平成25年２月通行開始（予定）

五斗蒔PA

五斗蒔PA五斗蒔PA五斗蒔PA

至可児至可児至可児
至土岐市街至土岐市街至土岐市街
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3月3日に行われた連結許可書伝達式の様子
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